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･編集後記…

禽4月1目付けで小玉喜三郎前編集委員長と交代し

ましたが,実質的に編集にたずさわるのは今月号か

らです.地質学雑誌の編集に10年ほど関係してい

ましたが,地質ニュｰスは学会誌とはもちろん異た

る編集方針ですので1から勉強するつもりで頑張

りたいと思います.地質調査所としても現在出版物

検討委員会を設け,地質ニュｰスを含めた出版全体

の見直しを図っている現況です.今まで以上に皆様

方のご支援･ご協力を宣しくお願いする次第です.

禽時代のキｰワｰドの1つが｢国際化｣であるこ

とに異論はないと思います.しかし,地質調査所と

いう組織や地球科学という研究分野にとってr国際

化｣とはいかたる実態を持っているものか,また持

つべきものであるか結論は未だ十分には得られてい

ま喧ん.六号では地質調査所がその設立時から深く

係わってきた国際機関の1つであるCCOPを取り

上げ,国際化を考えるよすがとしたいと意図しまし

た.ご意見があれぼお寄せいただきたいと存じま

す.また,今年9-10月には地質調査所が中核とな

ってCCOP総会や関連する行事をつくぼで開催す

る予定で準備が進められてい章す.あわせて本特集

の意義をご理解いただげれば幸いです.

禽放送大学の伊津野郡平さんには地球環境や生物進

化を語る上で大変興味深い現世ストロマトライトの

形態移成についての原稿をお寄せいただき'ました.

内容はもちろん素晴らしい写真の数々があり,その

幾つかはグラビアで紹介させていただきました.

禽地質調査所0Bであり,石油備蓄基地など地下空

間利用について見識の深い星野一男さんに地下深都

利用の状況について語っていただくとともにわかり

やすいカラｰチャｰトをグラビアとして便わ竜でい

ただきました.

禽ニュｰスにもあるように地圏情報棟も完成し,地

質標本に関する試資料の充実が一層期待されるとこ

ろですが,今月からできるだけ収蔵標本を少しずつ

でもグラビアで紹介していこうと思います.地球科

学の振興･啓蒙に地質調査所がいくらかでも貢献す

る道の1つとなるのではないでしょうか.もちろ

ん紹介されたい世界各地の地学に関係するカラｰ写

真などがありましたらどしどしお寄せ下さい.
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